
２０２６年

青森県U12カテゴリー  インテグリティ研修
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目的

1. インテグリティを周知をし、子どもたちが健やかに
 楽しくバスケットボールを行える環境づくりを行う。

2. 暴言、暴力の根絶に向けて指導者の意識改革を行う。

3. U12カテゴリーでは移籍理由として
「人間関係」が多いため、改善していく必要がある。

4. チーム運営の参考となるよう【研修会】を実施。
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インテグリティについて

「インテグリティ」とは
誠実さ・真摯さ・高潔さを表す
言葉です。

一人一人が高い意識を持つことで
規律、裁定案件を未然に防ぎ
JBA指針の
「クリーンバスケット、クリーン
ザ・ゲーム」に則り

暴言暴力根絶を目的としています。

スポーツ
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2025年度青森県競技者・指導者登録者数
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区分 R3 R4 R5 R6 R7

男 1,687 1,735 1,847 1,794 1,625

女 2,132 1,920 1,893 1,669 1,606

計 3,819 3,655 3,740 3,463 3,231

男 1,482 1,394 1,492 1,417 1,499

女 1,286 1,209 1,176 1,152 988

計 2,768 2,603 2,668 2,569 2,487

男 1,038 1,018 944 979 953

女 615 626 603 545 559

計 1,653 1,644 1,547 1,524 1,512

男 125 96 123 148 130

女 72 58 47 47 60

計 197 154 170 195 190

男 90 65 73 47 179

女 42 29 39 49 75

計 132 94 112 96 254

男 652 474 493 554 508

女 271 154 172 223 191

計 923 628 665 777 699

9,492 8,778 8,902 8,624 8,373

△ 714 124 △ 278 △ 251

指導者

合計

前年比

選手（小学生）

選手（中学生）

選手（高校生）

選手（大学生）

選手（社会人）
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暴言暴力根絶へ向けて

～指導のつもりで暴言を吐いていませんか？～

人格を否定するような言葉は、特に気を付けなければなりません。
❝ 自分は一生懸命指導をしているだけだ ❞ と思っていても
第三者から見た場合、明らかに暴言だと認識される場合もあります。
自分が気づかないうちに、こういった言葉を発してないか、いままでの指導方法を
正当化せず客観的に見つめ直してみてください。

例
◇大きな声での指導◇
行き過ぎた大きい声は、選手を萎縮させ周りの目を意識しすぎてしまうこともあります。
大声を繰り返し、コントロールするようなことはあってはなりません。

◇人格、人権、存在を否定する言葉◇
  「そんなこともできないのか」「へたくそ」などは人格否定の言葉です。
     感情が先走った発言をしないように、注意してください。
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暴言暴力根絶へ向けて

U12育成世代で重要なこと

U12世代は勝利主義ではなく、バスケットボールを通じて元気になり、のびのびと取り組める
環境作りが大切だと考えます。

子どもたちの「楽しさ」という気持ちを中心に、試合に勝つことだけではなく、上達して褒めら
れたときや、仲間と一緒にプレーしてるときなど、子ども一人一人の「楽しさ」を認め、
見守ってください。

大人たちは、安心安全な暴言暴力のないバスケットボール環境の実現を、目指してください。

スポーツは嬉しさだけでなく、うまくいかない挫折も経験します。仲間との人間関係から生まれ
る絆、チームルールを守ることで身につく規範意識など、様々な経験をすることができます。
１つ１つの成功体験が大切です。その数をより多く体験できるような環境づくりを心がけましょ
う。そしてその経験を少しずつ大きくしましょう。
国際オリンピック委員会では「それぞれの成長度に合わせ、練習やトレーニングにアプローチし
ていくべき」と提言しています。

⒑
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移籍について

• JBAU12カテゴリー移籍ガイドラインに則った手続きをお願います。

※県協会からの移籍承認連絡前に、TeamJBAで申請を行っても移籍完了と

認められません。

※移籍の承認にはお時間がかかります。

～下記ガイドラインからの抜粋 承認の目安～
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http://u12.japanbasketball.jp/wp-content/uploads/2021/06/JBA_U12_Transfers-guide_20210601.pdf
http://u12.japanbasketball.jp/wp-content/uploads/2021/06/JBA_U12_Transfers-guide_20210601.pdf
http://u12.japanbasketball.jp/wp-content/uploads/2021/06/JBA_U12_Transfers-guide_20210601.pdf


移籍について注意点
• U12カテゴリーでは同じ環境で継続的に育成されることが望ましいが、勝利主義により移籍を

行う事例がある。強化を目的とした移籍は本来認められないため、人間関係を理由として

意図的に移籍申請を行うことがある。

• 指導者が保護者に対して「トラブルが起きた事にすれば、移籍ができる」とうようなアドバイ
スを行っている。

• 移籍承認申請は、ガイドラインに沿って遂行しているので「○○の大会に出場したいので早く
承認して欲しい」や「今回は特別な処遇をお願いしたい」等の個別対応は行っていない。

• 移籍元からの承認をもらうのが億劫という理由で、漢字を一字変えて二重登録をすり抜け、

登録されている事例があった。 「例：澤→沢」

• 一度、競技者登録した選手はずっと同じIDを使用して登録を行う必要がある。U12カテゴリーの
移籍のみならず、U15カテゴリーへ上がる場合も同じIDとなるので、チーム責任者のみならず、
競技者も必ず自身のIDを把握していること。 13
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チーム運営について

チーム規約は作成されているか。

・選手の負担にならない時間帯、練習日数となっているか。

・問題が発生した際の責任者(チーム責任者、保護者代表)は、規約に明記されているか。

・チーム責任者は、指導者？保護者？
TeamJBA上のチーム責任者と、実際の代表者が異なる場合がある。

・指導方針や会計報告など定期的に行われること。

18



チーム運営について（会計）

■集金は銀行振込などで必ず記録が残るようにする。

■少なくとも年に1回は会計報告を行い、第三者が監査を行うこと。

■以下の3つの役割は出来る限り別々の担当者とする。
-「物品の購入・管理担当」
チームで必要な備品・グッズなどの補充や、在庫の保管場所を決める。

-「お金担当」
現金や銀行口座の管理、経費発生や物品購入の際に実際にお金を支払う。

-「会計記帳担当」
お金を受け取ったり支払いなどでお金が動いたときに、その記録を会計帳簿に記入する。

実際には人員不足により難しい場合も想定されます。その場合は出来る限り
「お金担当」だけは独立させるよう努めてください。
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